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研究成果の概要（和文）：オノマトペの語義分類を低コストで実現するために、オノマトペの辞書にある用法か
ら生成したルールを用いて語義分類を行う手法を提案した。
妊娠・出産・育児に関するオンラインコミュニティにおける検索履歴を対象として、オノマトペの出現傾向を分
析し、ネガティブな感情や心身の不調を表すオノマトペが頻出することを明らかにした。
コミックのコマ画像中に出現するオノマトペの特徴の調査を行い、コミックの画像中のオノマトペは多種多様で
あり、辞書に定義されていない未知語や、辞書で定義されていても語の一部が変化している語も存在することを
確認した。

研究成果の概要（英文）：We proposed a low-cost method for onomatopoeia sense classification using 
rules derived from usage examples in existing dictionaries. Additionally, we introduced an algorithm
 that classifies expressions based on a "sense score," which favors senses that match more case 
analysis features.
We analyzed search histories from online communities related to pregnancy, childbirth, and 
parenting, and found that onomatopoeia expressing negative emotions or physical/mental distress 
frequently appeared. This suggests that such expressions may serve as useful cues for the early 
detection of postpartum depression and related conditions. Clustering co-occurring words further 
enabled us to visualize the usage patterns of onomatopoeia in this domain.
We also examined onomatopoeia in comic panel images and found a wide variety, including modified 
forms of known words and previously unlisted expressions.

研究分野：自然言語処理

キーワード： オノマトペ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、辞書情報と格解析情報を用いた、オノマトペの低コストな語義分類手法を提案した。従来、困難だ
ったオノマトペの語義の体系化を可能にし、言語学や自然言語処理に新たな知見をもたらすものである。大規模
な学習データを必要とせず、辞書の用法に基づくアプローチをとった点に独自性がある。
妊娠・出産・育児に関する検索履歴を分析した結果、心身の不調を示すオノマトペが多く使われていることが判
明した。これは、産後うつなどの早期検出に活用できる可能性を示唆するものである。加えて、マンガ画像中の
多様なオノマトペの調査により、視覚メディアにおけるオノマトペの特徴を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
オノマトペは、日本語の語彙に豊富に存在している。言語学の分野において、オノマトペは幼
稚な表現だとされていた時代もあるが、近年はその重要性が論じられるようになり、特に日本語
学領域や日本語教育領域での研究が盛んになりつつある。 
応募者は、オノマトペを工学的に応用することを目指し、オノマトペに関する研究を継続的に
行っている。具体的には、オノマトペを高い精度で自動抽出する手法の確立、オノマトペを利用
してテキスト中の感情を分析する手法の確立、日本語学習者のためのオノマトペ学習アプリケ
ーションの開発を達成している。 
このような動向の中でいまだに十分な知見が得られていないのが、本研究で取り組む「現代日
本語オノマトペの語義の問題」である。オノマトペは多義性が高いことが知られている。言語学
分野において、オノマトペの語義変化を分析する取り組み[c]も見られるが、奈良時代～近代での
語義の展開に焦点をあてており、現代日本語での使用実態を十分に反映しているとはいえない。
また、個別具体的な少数のオノマトペを取り扱うにとどまり、大規模な分析は行われていない。
つまり、現状では現代日本語で使用されているオノマトペの語義を体系的に捉える研究がなさ
れていない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、多様なコーパスを分析して、オノマトペの出現傾向および語義の傾向、新出の語義・
用法、オノマトペの語義と文脈情報の関係などについての基礎研究を完成させ、『現代日本語オ
ノマトペ実用辞書』を構築することを目的とする。 
オノマトペの語義についての従来研究は、少数の事例や近代までの事例を対象とした報告に
とどまっている。そこで本研究では、応募者が大量のオノマトペを用法ごとに詳細に分析してき
た経験を活かし、多様なコーパスから抽出したオノマトペと文脈情報から、現代日本語オノマト
ペの実態に即した言語的特徴・語義的特徴を俯瞰する。本研究で得られる知見は、日本語教育分
野、言語学分野などの研究を進展させると同時に、機械翻訳・対話システムのような人工知能技
術の向上にも貢献する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、ジャンルや文体の異なる種々のコーパスに含まれるオノマトペおよび文脈情報
を分析し、『現代日本語オノマトペ実用辞書』の構築を目指す。具体的な手法を以下に示す。 
 
① オノマトペと文脈情報の抽出 
コーパスからオノマトペとその周辺の語を抽出する。対象となるコーパスは、Web 文書、検索
履歴、議会会議録、コミックといった多ジャンルの言語資源から成る。コーパスには研究期間中
に最新のデータを追加し、随時更新する。 
大量のオノマトペ用例を短時間で得るための方法として、形態素解析による自動抽出が考え
られる。しかし、オノマトペはひらがな・カタカナで
表記される短い単語である上、品詞が一つに定まら
ないため、既存の形態素解析器では抽出精度が不十
分であることを確認している。そこで、形態素解析器
で抽出されたオノマトペ用例を人手で確認し、誤抽
出されたデータを排除する。次に、構文解析器によっ
て構文木を生成し、文脈情報（係り先や修飾語）を自
動抽出する。ここでも人手で確認を行う。このステッ
プで抽出されるデータは本研究の基盤となるため、
人的コストをかけて質の高さを担保する。 
 
② オノマトペの語義と文脈情報の分析 
日本語オノマトペの多くは複数の語義を持ち、そ
れらの語義は周辺の文脈によって判別される。オノ
マトペ実用辞書を構築するためには、収集した用例
を語義ごとに分類する必要がある。大量の用例を語
義分類するために、BERTから得られるオノマトペの
ベクトル表現を用いることで、小規模な訓練データ
による語義分類の自動化を行う。人手で分類する場合は既存の日本語オノマトペ辞典の語義を
基準とするが、辞典に掲載されていない語義で使用されている例が発見された場合は、新たな語
義を定義する。 
語義の分類が完了した後、語義と文脈情報の関係について調査する。オノマトペの語義の決定
には係り先が重要な役割を果たすが、係り先よりも修飾語が有用な場合も確認されている。以上



を踏まえて各オノマトペの語義を決定する要素を、大量の語義分類済みデータから統計的に判
断する。 
 
４．研究成果 
（１）オノマトペの語義分類手法の構築 
BERTから得られるオノマトペのベクトル表現を用
いることで、小規模な訓練データにおける語義分類
の自動化を試みたが、訓練データが少ない場合や文
脈に特徴がない場合では分類精度が悪く、精度が不
十分であることが明らかになった。また、学習デー
タを作成するためのアノテーションコストが高く、
全てのオノマトペに対して訓練データを豊富に用意
することは難しいという問題があった。したがって、
オノマトペの辞書にある用法から生成したルールによる語義分類を行う手法を提案した。多義
のオノマトペを対象として分類実験を行った結果、いくつかの語義において高い精度が得られ
た。さらに、より特徴的で多くの格解析情報にマッチした語義に分類するような「語義スコア」
に導入したアルゴリズムを提案した。 
 
（２）種々のドメインにおけるオノマトペの用法分析 
• コミック 
小説やコミックといった作品においては、繊細な表現を読者に伝えるためにオノマト
ペが多用される。また近年は日本語学習におけるオノマトペの活用に関しても多く検討
されている。特にコミックに出現するオノマトペは“画像”と“オノマトペ”がセットに
なって出現することから、オノマトペの繊細な表現を日本語学習者や人工知能が理解す
るために非常に有効と考えられる。 
そこで、12 種類のジャンルのコミックを対象とし、計 360 のコマ画像で使用されるオ
ノマトペの特徴を調査した。360 コマの画像に 662 種のオノマトペが計 992 回出現して
いた。そのうち、オノマトペ辞典の見出し語に掲載されている語は 40.3%に過ぎないこと
が明らかになった。さらに、そのうち 26.4%はオノマトペ辞典で定義されていない語義で
使用されていた。これらのことから、コミックの画像中のオノマトペは非常に多種多様
であり、辞書で定義されていても語の一部が変化している語や、辞書に定義されていな
い未知語の存在が明らかになった。 
コミック画像中のオノマトペ分析を通じて、視覚メディアにおける言語表現の多様性
が明らかになり、コミック工学分野への応用につながる。 
 

• 出産・育児に関するテキスト 
母親向けのオンラインコミュニティ
上の検索履歴を対象として、オノマト
ペの出現傾向を分析した。約１億件の
検索クエリにおいて、１０回以上出現
したオノマトペは５７８種存在するこ
とが確認された。頻度上位５語を挙げ
ると、「いらいら」「ちくちく」「ぐりぐ
り」「ぶつぶつ」「かさかさ」となる。
他のドメインと比較して、ネガティブ
な感情や心身の不調を表すオノマトペ
が頻出することが明らかになった。 
検索クエリは「いらいら ワンオペ」
「かさかさ ほっぺ」「胃 ムカムカ 眠れない」のように、複数のキーワードを組み合
わせて構成されることが多い。そこで、オノマトペの共起語をクラスタリングすること
で、出産・育児ドメインにおける各オノマトペの用法を可視化した。その結果、母親の悩
みや母子の健康状態を示す表現を抽出することが可能になった。たとえば、「ぶつぶつ」
の共起語は６つのクラスタに分類され、そのうち「人間の身体・健康・病気」クラスタに
は「手足口病」「アレルギー」「ＢＣＧ」「予防接種」等のキーワードが属しており、母親
の関心の対象を具体的に読み取ることができる。また、同じオンラインコミュニティで
の質問文・回答文を分析したところ、母親の感情や心身の不調、子どもの疾病を表すオノ
マトペが頻出することが明らかになった。感情を表すオノマトペでは「イライラ」が圧倒
的に高頻度である。「イライラ」と共起する語には「旦那」「義母」「産後」などが挙げら
れる。 
これらの分析を通じて、母親の Web 上での行動からネガティブな感情や心身の不調に
関連する表現の早期検出が可能になる可能性が示される。これは、産後うつなどの精神
的問題の早期発見・支援に寄与するものであり、母親のメンタルヘルスを支える仕組み
づくりに資する重要な知見である。 
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